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【
白
木
峠
の
概
要
】 

岩
手
県
西
和
賀
町
と
秋
田
県
横
手
市

を
結
ぶ
生
活
道
と
し
て
重
要
な
路
線
で
、

標
高
六
〇
二
ｍ
の
峠
越
え
は
急
峻
で
牛

馬
さ
え
困
難
で
あ
っ
た
。
現
在
は
国
道

一
〇
七
号
が
整
備
さ
れ
、
登
山
や
ハ
イ

キ
ン
グ
道
に
な
っ
て
い
る
。 

【
山
行
の
実
施
】 

春
の
山
行
は
、
古
道
調
査
を
兼
ね
て

「
白
木
峠
」
と
し
、
西
和
賀
町
の
越
中

畑
御
番
所
跡
か
ら
白
木
峠
ま
で
（
約
2.7

㎞
）
の
往
復
と
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ

て
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
留
意
し
、
現

地
集
合
・
解
散
で
行
う
こ
と
に
し
た
。 

令
和
四
年
五
月
二
十
一
日(

土)

、
天

気
は
曇
、
参
加
者
十
八
名
白
木
峠
の
起

点
・
越
中
畑
御
番
所
跡
に
集
合
す
る
。 

 
 
 

こ
こ
で
鎌
田
副
支
部
長
か
ら
、「
今
回

の
白
木
峠
は
岩
手
県
側
で
、
昨
年
実
施

し
た
秋
田
県
側
と
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。

山
行
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
」
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。 

【
①
越
中
畑
御
番
所
跡
】 

起
点
の
「
御
番
所
跡
」
と
い
っ
て
も

草
地
で
、
遺
構
や
面
影
も
見
当
た
ら
ず
、

標
柱
や
説
明
板
に
よ
り
確
認
。
そ
の
後
、

峠
道
入
口
登
山
口
へ
車
で
移
動
す
る
。 

【
②
牛
泊
ま
り
】 

準
備
を
整
え
十
時
に
出
発
。
峠
道
入

口
か
ら
は
ナ
ラ
や
ク
ル
ミ
の
林
で
平
坦

な
道
が
続
く
。
小
さ
な
沢
を
横
断
す
る

と
、
急
に
道
幅
が
狭
く
な
り
、
曲
が
り

く
ね
っ
た
坂
道
に
な
る
。
少
し
進
む
と
、

道
が
掘
割
状
の
坂
道
に
な
る
。 

登
っ
て
ゆ
く
と
視
界
が
開
け
た
平
場

に
出
る
。「
牛
泊
ま
り
」
の
看
板
が
あ
り
、

昔
の
峠
越
え
の
際
に
休
憩
地
と
し
て
利

用
さ
れ
た
所
で
あ
る
。 

【
③
ふ
き
ど
り
地
蔵
尊
】「
ふ
き
ど
り
と

は
吹
雪
に
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
。
」 

な
だ
ら
か
な
林
の
中
を
、
鶯
の
さ
え

ず
り
を
聞
き
な
が
ら
進
む
。
道
の
両
側

の
椿
の
花
が
多
く
な
り
、
こ
の
辺
り
が

「
雪
椿
の
群
生
地
」
と
思
わ
れ
る
。 

椿
の
中
を
進
む
と
、
右
手
の
鬱
蒼
と

し
た
杉
の
木
立
の
中
に
「
ふ
き
ど
り
地

蔵
」
が
佇
ん
で
い
る
。
経
年
劣
化
で
一

部
破
損
し
、
刻
ま
れ
た
字
の
読
め
な
い

所
あ
り
。 

【
④
林
道
】 

山
道
を
少
し
進
む
と
、
前
方
左
側
の

視
界
が
開
け
、
明
る
く
な
っ
て
く
る
。

道
か
ら
数
㍍
下
に
は
一
面
の
湿
地
帯
が

連
な
り
「
水
芭
蕉
の
群
生
地
」
と
な
っ

て
い
る
。
最
盛
期
は
終
え
て
い
る
が
、

未
だ
花
を
咲
か
せ
て
い
る
株
も
あ
る
。 

湿
地
帯
を
過
ぎ
る
辺
り
、
右
側
に
林

越
し
に
大
き
な
杉
の
木
が
見
え
て
き
た
。

「
一
本
杉
」
と
言
わ
れ
る
。
幹
回
り
、

枝
ぶ
り
、
威
風
堂
々
の
巨
木
で
あ
る
。

さ
ら
に
林
の
中
を
進
む
と
林
道
に
出
る
。 

【
⑤
白
木
峠
】 

こ
れ
か
ら
が
、
最
終
区
間
の
登
り
、

日
陰
の
道
に
は
ま
だ
雪
が
消
え
ず
残
っ

て
い
た
。
北
側
が
急
斜
面
の
尾
根
筋
に

出
て
す
ぐ
薄
暗
い
杉
林
に
入
っ
て
い
く
。

杉
林
を
抜
け
る
と
、
そ
こ
は
白
木
峠
・

頂
上
で
あ
る
（
十
二
時
着
）
。 

見
晴
ら
し
は
良
好
、
北
東
か
ら
南
西

の
山
々
が
眺
望
出
来
て
素
晴
ら
し
い
。 

【
下
山
】 

記
念
写
真
撮
影
後
、
十
三
時
下
山
開

始
。
復
路
は
、
足
の
運
び
も
軽
く
、
全

員
無
事
に
峠
道
入
口
に
到
着
し
、（
十
四

時
三
十
分
）
現
地
解
散
と
な
っ
た
。 

参
加
者 
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五
月
二
十
一
日
（
土
）
、
支
部
山
行

白
木
峠
を
楽
し
ん
だ
。
登
山
口
少
し
手

前
に
あ
る
「
越
中
畑
番
所
跡
」
に
集
合

し
、
鎌
田
副
支
部
長
の
挨
拶
後
、
古
道

担
当
の
三
浦
委
員
か
ら
今
日
の
行
動
予

定
の
説
明
後
、
十
時
に
出
発
。 

 

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
芽
吹
き
か
ら
葉

を
広
げ
て
間
も
な
い
淡
い
緑
が
い
っ
ぱ

い
の
中
、
爽
や
か
な
風
も
程
よ
く
流
れ
、

二
ヵ
所
ほ
ど
倒
木
が
歩
道
を
塞
い
で
は

い
た
が
、
整
備
が
行
き
届
い
て
い
る
山

道
を
進
む
。
ピ
ッ
ピ
ー
、
シ
ュ
ー
シ
ュ

ー
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
小
鳥
た
ち
が
惜

し
げ
も
な
く
、
心
地
よ
い
鳴
き
声
を
披

露
し
て
く
れ
る
。
春
先
の
鶯
の
鳴
き
声

は
、
随
分
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
だ
が
、
今

は
す
っ
か
り
上
達
し
て
賑
や
か
に
歌
声

を
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
る
。 

 

あ
り
が
た
い
こ
と
に
山
道
脇
の
そ
こ

こ
こ
に
、
沢
山
の
花
々
が
迎
え
て
く
れ

る
。
最
初
に
現
れ
た
の
が
「
ユ
キ
ツ
バ

キ
」
で
あ
っ
た
。
雪
も
所
々
に
残
る
涼

し
さ
の
せ
い
か
、
鮮
や
か
な
赤
い
花
を

沢
山
つ
け
て
、
登
山
口
か
ら
頂
上
ま
で

所
々
に
咲
い
て
い
た
。 

次
に
現
れ
た
の
が
ス
ミ
レ
、
そ
し
て
、

カ
タ
ク
リ
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
、
エ
イ

レ
ン
ソ
ウ
や
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
た
っ
た
一

株
だ
け
の
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
は
半 

分
ほ
ど
開
い
た
蕾
を
一
輪
だ
け
つ
け
、 

丈
は
三
十
㎝
ほ
ど
だ
が
、
ほ
か
の
種
々 

を
見
下
ろ
し
て
凛
と
屹
立
し
て
い
た
。 

登
り
始
め
て
二
十
分
程
で
、
荷
を
背

負
い
、
峠
を
越
え
る
牛
を
休
ま
せ
た
と

い
わ
れ
る
「
牛
泊
り
」
に
着
く
。 

さ
ら
に
二
十
分
ほ
ど
進
む
と
右
手
に

「
ふ
き
ど
り
地
蔵
尊
」
が
祀
ら
れ
て
い

た
。 

 

中
腹
を
少
し
過
ぎ
る
と
右
手
に
大
杉

が
立
っ
て
い
た
。
樹
齢
は
不
詳
。
真
っ

直
ぐ
に
伸
び
た
幹
の
途
中
か
ら
逞
し
い

枝
を
何
本
も
伸
ば
し
、
堂
々
と
聳
え
て

い
た
。
五
人
の
会
員
が
両
手
を
広
げ
て

や
っ
と
抱
え
ら
れ
る
太
さ
で
あ
っ
た
。 

少
し
進
む
と
広
々
と
し
た
「
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
の
群
生
地
」
が
現
れ
る
。
ま
だ

大
き
く
開
い
た
白
い
花
が
点
々
と
見
え

る
。
降
り
て
観
察
す
る
人
も
い
た
。 

途
中
で
西
和
賀
山
岳
ガ
イ
ド
等
の
四

人
と
出
会
う
。
親
し
く
挨
拶
を
交
わ
し
、

相
互
の
山
岳
会
の
活
動
を
讃
え
あ
っ
た
。 

や
や
急
な
登
り
と
な
り
、
杉
林
の
中

を
進
み
、
芝
生
広
場
に
出
で
る
と
、
白

木
峠
の
標
柱
の
あ
る
山
頂
で
あ
っ
た
。 

焼
石
岳
、
東
鳥
海
山
、
高
松
岳
等
、

が
見
渡
せ
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
。 

十
三
時
下
山
開
始
。
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン

マ
イ
、
タ
ケ
ノ
コ
等
、
山
菜
取
り
に
勤

し
む
人
、
花
々
の
写
真
を
撮
る
人
、
無

事
に
下
山
。
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。 
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仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内 

入
会 

 
 
  

令
和
四
年
五
月 

紹
介
者 

 
 

高
橋
吉
一 

鈴
木
裕
子   

訂
正
の
お
願
い
と
お
詫
び

 
 

会
報
百
二
十
二
号
二
頁
上
段
記
載
の

新
役
員
名
簿
に
「
歩
仁
内
昌
樹
」
を
加

え
る
。
校
正
ミ
ス
を
お
詫
び
し
ま
す
。 

②牛泊り 
昔、牛で荷物を運んでいたが、

この牛の隊商の休憩地  

 

③ふきどり地蔵尊 
1794年冬、秋田県六郷の人が
ふきどり(吹雪で遭難死)した

その供養のためのお地蔵様 
 

➀越中畑番所跡 
藩政時代に置かれた南部藩の

関所（1686年～1869年） 

雪椿群生地 

ミズバショウの群生地 

 

  

秋
田
街
道
・
仙
岩
峠
踏
査
山
行 

畠 

山 
 

靖 

 

①
仙
岩
峠
の
概
要 

 

仙
岩
峠
は
、
秋
田
県
の
仙
北
郡
と
岩

手
県
の
岩
手
郡
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
、

明
治
時
代
に
大
久
保
利
通
が
命
名
し

た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
峠
の
歴
史

は
古
く
、
江
戸
時
代
以
前
の
平
安
時
代

の
こ
ろ
か
ら
通
行
が
あ
っ
た
の
で
は

と
の
由
来
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、

久
保
田
藩
と
南
部
藩
と
の
交
通
路
と

し
て
栄
え
て
い
た
。 

 

明
治
時
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
は
、

幾
度
と
な
く
峠
道
路
改
良
の
変
遷
を

経
て
、
昭
和
51
年
に
バ
イ
パ
ス
と
し
て

の
仙
岩
道
路
が
開
通
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。 

②
古
道
調
査
実
施 

 

五
月
二
十
八
日
（
土
）
、
秋
田
支
部

と
岩
手
支
部
が
、
雫
石
町
橋
場
の
番
所

跡
か
ら
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
に
至

る
仙
岩
峠
の
古
道
調
査
を
合
同
で
実

施
し
た
。 

③
坂
本
川
上
流
か
ら
古
道
へ 

 

「
道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
」
か
ら
調

査
開
始
地
点
で
あ
る
坂
本
川
の
上
流

3.8
㎞
地
点
へ
は
、
岩
手
支
部
の
方
々
か

ら
送
迎
い
た
だ
き
、
東
北
電
力
の
羽
中

線
７６
番
と
７７
番
鉄
塔
へ
の
登
り
口
が

調
査
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
っ
た
。 

 

古
道
は
、
東
北
電
力
の
羽
中
線
や
秋

盛
線
の
鉄
塔
の
間
を
縫
う
よ
う
に
進

み
、
鉄
塔
の
番
号
が
歩
行
の
目
安
と
な

っ
て
、
現
在
地
を
確
認
す
る
う
え
で
大

変
参
考
に
な
っ
た
。 

④
従
是
西
南
秋
田
領 

 

こ
こ
は
、
秋
田
領
と
南
部
領
と
の
国

境
石
碑
で
、
元
和
元
年
（
１
６
１
５
年
）

か
ら
寛
文
７
年
（
１
６
６
７
年
）
ま
で
、

50
年
余
り
続
い
た
秋
田
藩
と
南
部
藩

と
の
国
境
紛
争
が
解
決
し
た
際
の
石

碑
で
、
「
従
是
西
南
秋
田
領
」
と
刻
み

込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
北

西
２
ｋ
ｍ
先
の
国
見
峠
に
は
、
「
従
是

北
東
盛
岡
領
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ

り
、
国
境
の
標
が
当
時
を
今
に
伝
え
て

い
る
。 

⑤
助
小
屋
跡
地 

 

お
助
け
小
屋
は
、
か
つ
て
、
こ
の
街

道
を
通
る
方
々
の
休
憩
所
や
避
難
小

屋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

生
保
内
か
ら
雫
石
、
雫
石
か
ら
生
保
内

へ
の
荷
物
の
引
き
渡
し
場
所
の
中
継

点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
無
人
の
小
屋
に
荷
物
だ
け

が
あ
っ
て
も
、
盗
難
に
も
遭
わ
ず
物
流

が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
く
と

と
も
に
、
日
本
人
が
根
底
に
持
っ
て
い

る
良
心
が
息
づ
い
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

⑥
ヒ
ヤ
潟 

ヒ
ヤ
潟
は
、
昔
、
沼
の
ほ
と
り
に
住

ん
で
い
た
武
士
の
父
と
娘
が
、
里
か
ら

機
織
機
（
は
た
お
り
き
）
を
譲
り
受
け

た
が
、
横
糸
を
通
す
と
き
に
使
う
道
具

の
梭
（
ひ
）
が
無
か
っ
た
。 

 

娘
が
沼
の
底
か
ら
梭
の
形
を
し
た

木
を
見
つ
け
、
機
織
り
に
使
っ
て
い
た

が
、
あ
る
日
、
立
派
な
若
者
が
現
れ
、

娘
の
梭
を
奪
い
去
り
、
そ
れ
を
追
っ
た

娘
が
沼
に
飛
び
込
ん
で
、
そ
れ
っ
き
り

姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、

梭
や
梭
に
す
る
木
を
持
っ
て
通
っ
た

だ
け
で
、
沼
が
荒
れ
た
こ
と
か
ら
梭
嫌

潟
（
ひ
い
や
が
た
）
と
言
わ
れ
、
そ
れ

が
な
ま
っ
て
ヒ
ヤ
潟
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て

い
る
。 

⑦
旧
仙
岩
道
路 

 

ヒ
ヤ
潟
か
ら
現
在
の
「
仙
岩
峠
の
茶

屋
」
ま
で
は
、
昭
和
38
年
に
開
通
し
た

旧
仙
岩
道
路
を
下
山
し
た
が
、
昭
和
51

年
に
現
在
の
仙
岩
道
路
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
り
、
今
は
閉
鎖
さ
れ
、
車
の

通
行
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

数
十
年
間
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
落
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が

剥
離
し
て
落
下
し
た
箇
所
が
至
る
と

こ
ろ
に
散
見
さ
れ
、
廃
道
後
の
荒
廃
を

目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
の
歩
行
と

な
っ
た
。 

⑧
峠
を
隔
て
た
交
流
の
輪
へ 

 

今
回
、
秋
田
支
部
と
岩
手
支
部
が
合

同
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
参

加
し
た
会
員
同
士
が
、
会
話
や
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
、
語
ら
い
に
花
を
咲

か
せ
た
こ
と
は
、
交
流
を
深
め
た
い
と

願
う
両
支
部
の
関
係
者
も
大
変
喜
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

両
支
部
の
会
員
か
ら
は
、
こ
の
秋
に

も
国
見
峠
の
調
査
を
合
同
で
実
施
し

よ
う
と
の
声
も
連
な
り
、
峠
と
い
う
山

稜
を
隔
て
な
が
ら
も
、
交
流
の
礎
が
大

き
な
輪
へ
と
広
が
っ
て
い
く
、
確
か
な

気
配
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
山

行
で
し
た
。 

参
加
者 

今
野
昌
雄 

鎌
田
倫
夫 

 

歩
仁
内
昌
樹 

三
浦
昭
男 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

 

畠
山
靖 

会
員
外
一
名 

サ
ポ
ー
ト 

佐
藤
和
志 

田
口
善
信 

鈴
木
裕
子 

岩
手
支
部 

阿
部
支
部
長
外 十

八
名 

                

④従是西南秋田領 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

白

木

峠

山

行

に
参

加

し
て  

佐 

藤 

英 

實 
 

 

ｖ 

                               

五
月
二
十
一
日
（
土
）
、
支
部
山
行

白
木
峠
を
楽
し
ん
だ
。
登
山
口
少
し
手

前
に
あ
る
「
越
中
畑
番
所
跡
」
に
集
合

し
、
鎌
田
副
支
部
長
の
挨
拶
後
、
古
道

担
当
の
三
浦
委
員
か
ら
今
日
の
行
動
予

定
の
説
明
後
、
十
時
に
出
発
。 

 

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
芽
吹
き
か
ら
葉

を
広
げ
て
間
も
な
い
淡
い
緑
が
い
っ
ぱ

い
の
中
、
爽
や
か
な
風
も
程
よ
く
流
れ
、

二
ヵ
所
ほ
ど
倒
木
が
歩
道
を
塞
い
で
は

い
た
が
、
整
備
が
行
き
届
い
て
い
る
山

道
を
進
む
。
ピ
ッ
ピ
ー
、
シ
ュ
ー
シ
ュ

ー
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
小
鳥
た
ち
が
惜

し
げ
も
な
く
、
心
地
よ
い
鳴
き
声
を
披

露
し
て
く
れ
る
。
春
先
の
鶯
の
鳴
き
声

は
、
随
分
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
だ
が
、
今

は
す
っ
か
り
上
達
し
て
賑
や
か
に
歌
声

を
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
る
。 

 

あ
り
が
た
い
こ
と
に
山
道
脇
の
そ
こ

こ
こ
に
、
沢
山
の
花
々
が
迎
え
て
く
れ

る
。
最
初
に
現
れ
た
の
が
「
ユ
キ
ツ
バ

キ
」
で
あ
っ
た
。
雪
も
所
々
に
残
る
涼

し
さ
の
せ
い
か
、
鮮
や
か
な
赤
い
花
を

沢
山
つ
け
て
、
登
山
口
か
ら
頂
上
ま
で

所
々
に
咲
い
て
い
た
。 

次
に
現
れ
た
の
が
ス
ミ
レ
、
そ
し
て
、

カ
タ
ク
リ
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
、
エ
イ

レ
ン
ソ
ウ
や
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
た
っ
た
一

株
だ
け
の
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
は
半 

分
ほ
ど
開
い
た
蕾
を
一
輪
だ
け
つ
け
、 

丈
は
三
十
㎝
ほ
ど
だ
が
、
ほ
か
の
種
々 

を
見
下
ろ
し
て
凛
と
屹
立
し
て
い
た
。 

登
り
始
め
て
二
十
分
程
で
、
荷
を
背

負
い
、
峠
を
越
え
る
牛
を
休
ま
せ
た
と

い
わ
れ
る
「
牛
泊
り
」
に
着
く
。 

さ
ら
に
二
十
分
ほ
ど
進
む
と
右
手
に

「
ふ
き
ど
り
地
蔵
尊
」
が
祀
ら
れ
て
い

た
。 

 

中
腹
を
少
し
過
ぎ
る
と
右
手
に
大
杉

が
立
っ
て
い
た
。
樹
齢
は
不
詳
。
真
っ

直
ぐ
に
伸
び
た
幹
の
途
中
か
ら
逞
し
い

枝
を
何
本
も
伸
ば
し
、
堂
々
と
聳
え
て

い
た
。
五
人
の
会
員
が
両
手
を
広
げ
て

や
っ
と
抱
え
ら
れ
る
太
さ
で
あ
っ
た
。 

少
し
進
む
と
広
々
と
し
た
「
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
の
群
生
地
」
が
現
れ
る
。
ま
だ

大
き
く
開
い
た
白
い
花
が
点
々
と
見
え

る
。
降
り
て
観
察
す
る
人
も
い
た
。 

途
中
で
西
和
賀
山
岳
ガ
イ
ド
等
の
四

人
と
出
会
う
。
親
し
く
挨
拶
を
交
わ
し
、

相
互
の
山
岳
会
の
活
動
を
讃
え
あ
っ
た
。 

や
や
急
な
登
り
と
な
り
、
杉
林
の
中

を
進
み
、
芝
生
広
場
に
出
で
る
と
、
白

木
峠
の
標
柱
の
あ
る
山
頂
で
あ
っ
た
。 

焼
石
岳
、
東
鳥
海
山
、
高
松
岳
等
、

が
見
渡
せ
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
。 

十
三
時
下
山
開
始
。
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン

マ
イ
、
タ
ケ
ノ
コ
等
、
山
菜
取
り
に
勤

し
む
人
、
花
々
の
写
真
を
撮
る
人
、
無

事
に
下
山
。
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。 

 

     

        

新 

入 

会 

員 

紹 

介 
 

畠 

山 

靖 

（
六
十
五
才
） 

会
員
番
号 

№
一
六
九
四
八 

 

居
住
地 

 

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内 

入
会 

 
 
  

令
和
四
年
五
月 

紹
介
者 

 
 

高
橋
吉
一 

鈴
木
裕
子   

訂
正
の
お
願
い
と
お
詫
び

 
 

会
報
百
二
十
二
号
二
頁
上
段
記
載
の

新
役
員
名
簿
に
「
歩
仁
内
昌
樹
」
を
加

え
る
。
校
正
ミ
ス
を
お
詫
び
し
ま
す
。 

②牛泊り 
昔、牛で荷物を運んでいたが、

この牛の隊商の休憩地  

 

③ふきどり地蔵尊 
1794年冬、秋田県六郷の人が
ふきどり(吹雪で遭難死)した

その供養のためのお地蔵様 
 

➀越中畑番所跡 
藩政時代に置かれた南部藩の

関所（1686年～1869年） 

雪椿群生地 

ミズバショウの群生地 

 

  

秋
田
街
道
・
仙
岩
峠
踏
査
山
行 

畠 

山 
 

靖 

 
①
仙
岩
峠
の
概
要 

 

仙
岩
峠
は
、
秋
田
県
の
仙
北
郡
と
岩

手
県
の
岩
手
郡
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
、

明
治
時
代
に
大
久
保
利
通
が
命
名
し

た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
峠
の
歴
史

は
古
く
、
江
戸
時
代
以
前
の
平
安
時
代

の
こ
ろ
か
ら
通
行
が
あ
っ
た
の
で
は

と
の
由
来
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、

久
保
田
藩
と
南
部
藩
と
の
交
通
路
と

し
て
栄
え
て
い
た
。 

 

明
治
時
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
は
、

幾
度
と
な
く
峠
道
路
改
良
の
変
遷
を

経
て
、
昭
和
51
年
に
バ
イ
パ
ス
と
し
て

の
仙
岩
道
路
が
開
通
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。 

②
古
道
調
査
実
施 

 

五
月
二
十
八
日
（
土
）
、
秋
田
支
部

と
岩
手
支
部
が
、
雫
石
町
橋
場
の
番
所

跡
か
ら
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
に
至

る
仙
岩
峠
の
古
道
調
査
を
合
同
で
実

施
し
た
。 

③
坂
本
川
上
流
か
ら
古
道
へ 

 

「
道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
」
か
ら
調

査
開
始
地
点
で
あ
る
坂
本
川
の
上
流

3.8
㎞
地
点
へ
は
、
岩
手
支
部
の
方
々
か

ら
送
迎
い
た
だ
き
、
東
北
電
力
の
羽
中

線
７６
番
と
７７
番
鉄
塔
へ
の
登
り
口
が

調
査
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
っ
た
。 

 

古
道
は
、
東
北
電
力
の
羽
中
線
や
秋

盛
線
の
鉄
塔
の
間
を
縫
う
よ
う
に
進

み
、
鉄
塔
の
番
号
が
歩
行
の
目
安
と
な

っ
て
、
現
在
地
を
確
認
す
る
う
え
で
大

変
参
考
に
な
っ
た
。 

④
従
是
西
南
秋
田
領 

 

こ
こ
は
、
秋
田
領
と
南
部
領
と
の
国

境
石
碑
で
、
元
和
元
年
（
１
６
１
５
年
）

か
ら
寛
文
７
年
（
１
６
６
７
年
）
ま
で
、

50
年
余
り
続
い
た
秋
田
藩
と
南
部
藩

と
の
国
境
紛
争
が
解
決
し
た
際
の
石

碑
で
、
「
従
是
西
南
秋
田
領
」
と
刻
み

込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
北

西
２
ｋ
ｍ
先
の
国
見
峠
に
は
、
「
従
是

北
東
盛
岡
領
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ

り
、
国
境
の
標
が
当
時
を
今
に
伝
え
て

い
る
。 

⑤
助
小
屋
跡
地 

 

お
助
け
小
屋
は
、
か
つ
て
、
こ
の
街

道
を
通
る
方
々
の
休
憩
所
や
避
難
小

屋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

生
保
内
か
ら
雫
石
、
雫
石
か
ら
生
保
内

へ
の
荷
物
の
引
き
渡
し
場
所
の
中
継

点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
無
人
の
小
屋
に
荷
物
だ
け

が
あ
っ
て
も
、
盗
難
に
も
遭
わ
ず
物
流

が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
く
と

と
も
に
、
日
本
人
が
根
底
に
持
っ
て
い

る
良
心
が
息
づ
い
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

⑥
ヒ
ヤ
潟 

ヒ
ヤ
潟
は
、
昔
、
沼
の
ほ
と
り
に
住

ん
で
い
た
武
士
の
父
と
娘
が
、
里
か
ら

機
織
機
（
は
た
お
り
き
）
を
譲
り
受
け

た
が
、
横
糸
を
通
す
と
き
に
使
う
道
具

の
梭
（
ひ
）
が
無
か
っ
た
。 

 

娘
が
沼
の
底
か
ら
梭
の
形
を
し
た

木
を
見
つ
け
、
機
織
り
に
使
っ
て
い
た

が
、
あ
る
日
、
立
派
な
若
者
が
現
れ
、

娘
の
梭
を
奪
い
去
り
、
そ
れ
を
追
っ
た

娘
が
沼
に
飛
び
込
ん
で
、
そ
れ
っ
き
り

姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、

梭
や
梭
に
す
る
木
を
持
っ
て
通
っ
た

だ
け
で
、
沼
が
荒
れ
た
こ
と
か
ら
梭
嫌

潟
（
ひ
い
や
が
た
）
と
言
わ
れ
、
そ
れ

が
な
ま
っ
て
ヒ
ヤ
潟
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て

い
る
。 

⑦
旧
仙
岩
道
路 

 

ヒ
ヤ
潟
か
ら
現
在
の
「
仙
岩
峠
の
茶

屋
」
ま
で
は
、
昭
和
38
年
に
開
通
し
た

旧
仙
岩
道
路
を
下
山
し
た
が
、
昭
和
51

年
に
現
在
の
仙
岩
道
路
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
り
、
今
は
閉
鎖
さ
れ
、
車
の

通
行
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

数
十
年
間
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
落
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が

剥
離
し
て
落
下
し
た
箇
所
が
至
る
と

こ
ろ
に
散
見
さ
れ
、
廃
道
後
の
荒
廃
を

目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
の
歩
行
と

な
っ
た
。 

⑧
峠
を
隔
て
た
交
流
の
輪
へ 

 

今
回
、
秋
田
支
部
と
岩
手
支
部
が
合

同
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
参

加
し
た
会
員
同
士
が
、
会
話
や
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
、
語
ら
い
に
花
を
咲

か
せ
た
こ
と
は
、
交
流
を
深
め
た
い
と

願
う
両
支
部
の
関
係
者
も
大
変
喜
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

両
支
部
の
会
員
か
ら
は
、
こ
の
秋
に

も
国
見
峠
の
調
査
を
合
同
で
実
施
し

よ
う
と
の
声
も
連
な
り
、
峠
と
い
う
山

稜
を
隔
て
な
が
ら
も
、
交
流
の
礎
が
大

き
な
輪
へ
と
広
が
っ
て
い
く
、
確
か
な

気
配
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
山

行
で
し
た
。 

参
加
者 

今
野
昌
雄 

鎌
田
倫
夫 

 

歩
仁
内
昌
樹 

三
浦
昭
男 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

 

畠
山
靖 

会
員
外
一
名 

サ
ポ
ー
ト 

佐
藤
和
志 

田
口
善
信 

鈴
木
裕
子 

岩
手
支
部 

阿
部
支
部
長
外 十

八
名 

                

④従是西南秋田領 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

③旧秋田街道入口 

               
 
 
 

                   

         

※
事
前
調
査 

・
五
月
五
日
（
木
） 

旧
峠
の
茶
屋
か
ら
旧

46

号
線
経
由 

ヒ
ヤ
潟
か
ら
国
見
峠
～
江
戸
時
代
の
秋

田
街
道
を
旧
峠
の
茶
屋 

参
加
者 

高
橋
吉
一 

畠
山
靖  

会
員
外
一
名 

 

・
五
月
二
十
一
日
（
土
） 

 
 

旧
峠
の
茶
屋
か
ら
旧

46

号
線
経
由 

ヒ
ヤ
潟
か
ら
国
見
峠
ま
で
の
往
復 

参
加
者 

田
口
善
信 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

畠
山
靖 

 

南
八
幡
平
山
岳
会 

四
名 

  

山
岳
古
道
調
査 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
報
告 

三 

浦 

昭 

男 
 

山
岳
古
道
調
査zoom

会
議
が
、
令

和
四
年
五
月
十
八
日
、
二
十
時
三
十
分

か
ら
行
わ
れ
た
。 

進
行
は
本
部
永
田
理
事
。「
全
国
百
二

十
ヶ
所
の
古
道
を
最
終
決
定
す
る
た
め
、

全
国
支
部
の
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
、

今
後
の
擦
り
合
わ
せ
や
調
整
を
行
い
決 

め
て
い
く
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
す

る
。
」
と
の
挨
拶
に
よ
り
始
ま
っ
た
。 

【
最
初
に
本
部
か
ら
報
告
】 

⑨
羽
州
街
道
・
矢
立
峠
（
枝
道
矢
島
街

道
）
に
つ
い
て
は
、
青
森
支
部
は
調
査

が
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
外
す
こ
と
に

し
た
。
羽
州
街
道
と
し
て
は
、
秋
田
支

部
は
、
行
わ
な
い
と
の
意
見
も
承
知
し

て
い
る
。 

【
秋
田
支
部
が
報
告
】 

⑩
秋
田
街
道
・
国
見
峠
に
つ
い
て
は
、

五
月
末
に
岩
手
支
部
と
合
同
現
地
調
査

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
秋
田
県
側

の
古
道
は
通
行
困
難
な
た
め
旧
国
道
四

十
六
号
を
通
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

⑫
沢
内
街
道
・
白
木
峠
に
つ
い
て
は
、

昨
年
秋
に
秋
田
県
側
を
踏
査
し
た
。
本

年
は
今
週
末
に
岩
手
県
側
を
踏
査
す
る
。 

⑬
仙
北
街
道
は
、
岩
手
支
部
に
お
願
い

し
て
い
る
。
秋
田
県
側
を
踏
査
す
る
時

は
、
協
力
を
す
る
。 

本
部
か
ら
は
、
調
査
に
当
た
っ
て
、

文
献
や
資
料
等
の
整
備
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
と
の
こ
と
。 

⑭
鳥
海
山
古
道
に
つ
い
て
は
、
広
範
囲 

な
こ
と
か
ら
、
秋
田
支
部
と
し
て
の
調

査
は
困
難
と
し
て
き
た
が
、
佐
藤
助
雄

委
員
か
ら
、「
古
道
の
現
地
調
査
及
び
調

査
に
関
す
る
資
料
や
文
献
は
あ
り
、
対

応
す
る
。
滝
沢
口
に
つ
い
て
の
資
料
も

あ
る
。
吹
浦
口
、
蕨
岡
口
に
つ
い
て
は

山
形
県
な
の
で
出
来
な
い
こ
と
を
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
」 

本
部
か
ら
は
、「
本
部
が
、
佐
藤
委
員

や
矢
島
山
岳
会
と
秋
田
支
部
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
、
調
査
を
進
め
て
行
き
た
い

の
で
協
力
を
お
願
い
す
る
」
と
の
こ
と
。 

⑨
羽
州
街
道
の
枝
道
、
矢
島
街
道
も
、

佐
藤
助
雄
委
員
か
ら
「
推
薦
案
も
作
っ

て
お
り
、
資
料
も
あ
る
、
調
査
す
る
こ

と
に
問
題
は
な
い
。
」
と
の
意
見
あ
り
。 

本
部
か
ら
は
、「
矢
立
峠
と
矢
島
街
道

は
取
り
下
げ
で
考
え
て
い
た
。
本
部
で

の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
」

と
の
こ
と
で
保
留
と
な
っ
た
。
以
上
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は
、
二
十
一
時
終
了
。 

出
席
者 

 

本
部 

近
藤
雅
幸 

永
田
弘
太
郎 

 

松
本
博
子 

秋
田
支
部 

佐
藤
助
雄 

歩
仁
内
昌
樹 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

鈴
木
裕
子 

※
文
中
○
の
番
号
は
会
報
「
山
」
四
月

号
に
掲
載
の
調
査
対
象
古
道
№ 

 

※
全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 会

務

報

告 
 
 
 
 

 

〇
事
務
局
会
議 

 

・
五
月
五
日 

午
後
一
時
、
矢
島
郷
土

資
料
館
で
開
催 

・
鳥
海
山
古
道
調
査
に
つ
い
て
説
明
。 

出
席
者 

佐
藤
和
志 

佐
藤
助
雄 

鎌
田
倫
夫 

鈴
木
裕
子 

⑦旧仙岩道路 

⑥ヒヤ潟付近 ⑤助小屋跡地 


